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活動報告

理学療法士のお仕事
全国一斉介護予防キャンペーン開催！

慢性閉塞性肺疾患（COPD）とは？
人吉お城まつり ほか

“THE
 糖尿病！”

　暑い日が続きますが、皆さまいかがお過ご
しでしょうか。熊本県理学療法士協会はこ
の暑さにもめげず県下、色々な場所で様々な
活動や情報発信を行っています。
　これからも理学療法士が皆さまにとって、
もっと身近な存在になれるような広報誌づ
くりをしていきたいと思っています。
  （広報宣伝部　有馬　正英）

協会ホームページ

⬇ 当協会ホームページもご覧ください！ ⬇

熊本県理学療法士協会 検 索 ケータイからもアクセスできます！

http://www.kumamoto-pt.org/

当協会は保健・医療・福祉の発展に寄与し「元気で住みやすい熊本県」になるよう努力します

〈シンボルマークコンセプト〉
　テーマは『共創』です。人とひとが向かい
合い、手と手を取り合う姿を、熊本の地形を
デフォルメしたデザインに託しています。

赤：火の国、青：水の都、緑：阿蘇・天草

理学療法士を
目指しませんか？

ご一緒に
いかがですか？

耳寄りな情報
詰まってます!
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活 動 報 告
人吉お城祭り 認知症予防フォーラム

～認知症を知ろう‼防ごう‼支えよう‼～
第48回 市民公開講座

　平成27年5月3日人吉お城祭りが開催
され、熊本県理学療法士協会はその中
で体力測定を行いました。今年で2回目
の参加となり運営にも慣れてきました。
参加スタッフは20名、午前中はあいにく
の雨で参加者も少なく屋外で予定して
いた5m歩行もあまりできませんでした。
しかし、午後には天候も回復し、体力測
定の参加者が100名を超えるようになり、
後半はフル回転でした。屋外での体力測
定は天気に左右されますが、参加され
た方には好評でしたので来年もまた企
画したいと思います。

　平成27年6月7日に第1回認知症予
防フォーラムがイオンモール熊本にて
開催されました。病院や介護老人保健
施設などを運営する｢みゆきの里｣(熊本
市南区)の認知症対策室長を務める理学
療法士の川畑 智氏を講師にお招きして
｢認知症を知ろう‼防ごう‼支えよう‼｣
をテーマに講演が行われました。川畑
氏は、ご自身が考案した認知症予防の
パズルやゲームが｢川畑式｣として注目
を集めています。
　簡単な認知症のセルフチェックや認
知症予防のためのステップ体操、また
認知症の方への声かけや介助方法など、
すぐにでも実践できる内容をご指導頂
きました。参加者は80名を超え、20～
80代まで幅広い年齢の方々が参加され
ました。参加者からは「楽しみながら
学ぶことができた」などの声が聞かれ
ました。今後も継続しての開催を予定
しています。

　平成27年6月28日、熊本総合医療リ
ハビリテーション学院にて｢ベッドサイ
ドリハ～悩み解決！ベッドサイドでの
廃用予防と介助～｣と題して、第48回市
民公開講座が開催されました。
　講師に熊本中央病院の理学療法士　上
村恭生氏を迎え、介護職、看護師など
39名の医療・介護従事者が参加されま
した。廃用症候群についての説明や、
予防方法、簡単に手に入る道具を使用
した自助具の紹介などをお話し頂いた
後、実技を行いました。実技ではグ
ループに分かれ、ベッドサイドで簡単
にできるストレッチや、寝返り・起き
上がり動作の介助方法、車椅子への移
乗動作などを行いました。参加者間の
意見交換や質疑応答なども多く、すぐ
にでも臨床現場に生かせる内容であっ
たため、とても有意義な内容であった
と思います。次年度も多くの皆様方の
ご参加をお待ち致しております！



①糖尿病と診断された方・心配な方は、必ず医師の指示のもと運動を行いましょう。

②血糖値が極端に高いなど血糖コントロールの悪いときは運動を控えましょう。

③眼底出血がある方や腎機能が低下している方は症状が悪化する恐れがあります。
主治医と相談の上、運動を行うようにしてください。

④運動中に激しい胸痛、動悸、めまいがしたり、関節や筋肉に強い痛みを感じた時は、
速やかに運動を中止し医師の診察を受けましょう。
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　厚生労働省が行った｢平成25年国民健康・栄養調査｣によると、成人(20歳以上)の
うち糖尿病が強く疑われる人は約850万人、糖尿病の可能性が否定できない人は約
680万人と推定されています。私たち理学療法士も関わることが多い病気の一つです。
なぜ糖尿病がおこるのでしょうか？ 糖尿病と診断された方、糖尿病が心配な方に理学
療法士がアドバイスします！
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　つま先に余裕があり、
足全体にフィットした
ものを選びましょう。
足はむくみによってサ
イズが変化します。１
日の中で最も大きくな
る夕方をサイズの基準
にしましょう。

　視線は10～15ｍ先を見るようにし、あごは軽く上げます。
肩の力を抜いて、肘は90度に曲げ軽くこぶしを握ります。
歩き方は踵から接地し、つま先で蹴り出すように、歩幅は
普段の歩行より少し広めを心がけて歩きましょう。

　

運
動
を
行
う
と
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
筋

肉
で
必
要
と
さ
れ
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

も
と
に
な
る
血
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
消
費
さ
れ
、

結
果
的
に
血
糖
値
を
下
げ
る
よ
う
に
働
き
ま

す
。
更
に
運
動
を
続
け
る
と
、
悪
か
っ
た

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
も
改
善
し
ま
す
。
そ

の
他
の
効
果
と
し
て
、
心
肺
機
能
が
高
ま
る
、

血
管
・
骨
を
丈
夫
に
す
る
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
…
な
ど
、

様
々
な
効
果
が
望
め
ま
す
。

　

血
糖
値
を
下
げ
る
た
め
に
有
効
な
運
動
は

有
酸
素
運
動
と
い
わ
れ
、
脂
肪
を
効
率
よ
く

燃
焼
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
中
で

も
お
勧
め
の
運
動
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
背
筋
を
伸
ば
し
た
正
し
い

姿
勢
で
行
い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は

頭
が
ひ
も
で
上
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
感
じ
で
す
。
ペ
ー
ス
と
し
て
は
自
分
が

「
や
や
き
つ
い
」と
感
じ
る
程
度
の
運
動
を
す

る
こ
と
で
、
安
全
に
持
久
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

運
動
中
に
お
け
る
脈
拍
数
の
目
安
と
し
て

は
、
50
歳
未
満
の
場
合
は
１
分
間
に
1
0
0

〜
1
2
0
拍
、
50
歳
以
降
の
場
合
は
１
分
間

1
0
0
拍
以
内
に
留
め
る
こ
と
と
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
空
腹
時
や
食
前
の
運
動
は
低

血
糖
を
起
こ
し
や
す
い
た
め
、
食
後
１
時
間

を
目
安
に
運
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
定
期

的
に
運
動
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
方
は
、
階

段
を
積
極
的
に
利
用
し
た
り
、
万
歩
計
を
使

用
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
運
動
を
取

り
入
れ
る
工
夫
が
大
切
で
す
。

　

公
園
な
ど
の
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
開
始

し
、
慣
れ
て
き
て
か
ら
一
般
道
路
で
も
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
開
始
し
ま
す
。

　

1
回
に
つ
き
、
ま
ず
は
10
分
位
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
徐
々
に
時
間
を
延
長
し
ま
し
ょ

う
。
週
に
3
〜
5
日
の
運
動
が
効
果
的
で
す
。

　

温
度
調
整
し
や
す
い
服
装
で
、
足
に
合
っ

た
歩
き
や
す
い
靴
を
使
用
し
ま
す
（
左
図
参

照
）。
運
動
中
は
水
分
を
し
っ
か
り
と
摂
る

よ
う
心
が
け
ま
す
。

　

糖
尿
病
と
は
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ

ン
の
量
が
不
足
し
た
り
、
働
き
が
悪
く
な
る

こ
と
に
よ
り
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
（
血
糖
）

が
多
く
な
り
す
ぎ
た
状
態
（
高
血
糖
と
い
い

ま
す
）が
長
く
続
く
病
気
で
す
。
糖
尿
病
は

生
活
習
慣
の
乱
れ
や
ス
ト
レ
ス
、
遺
伝
が
関

係
し
て
発
症
し
ま
す
。
糖
尿
病
に
は
、
主

に
何
ら
か
の
原
因
で
イ
ン
ス
リ
ン
が
作
ら
れ

な
い
１
型
糖
尿
病
と
、
肥
満
や
運
動
不
足
が

原
因
で
起
こ
る
２
型
糖
尿
病
が
あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
人
は

無
症
状
で
、
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
状
態
ま
で

進
行
し
て
初
め
て
自
覚
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
血
糖
に
伴

う
主
な
症
状
は
、
の
ど
が
渇
く
、
水
分
摂
取
量

の
増
加
、
ト
イ
レ
が
近
く
な
る
、
尿
量
が
増
え

る
、
疲
れ
や
す
く
な
る
、
す
ぐ
に
お
な
か
が

す
く
、
体
重
の
減
少
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
は
、
す
い
臓
の
ラ
ン
ゲ
ル
ハ

ン
ス
島
と
い
う
細
胞
の
集
ま
り
に
あ
る
β
細

胞
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
食
事
に
よ
っ

て
血
糖
値
が
上
が
る
と
、β
細
胞
が
す
ば
や

く
感
知
し
て
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
分
泌
し
ま
す
。

血
糖
が
全
身
の
臓
器
に
と
ど
く
と
、
イ
ン
ス

リ
ン
の
働
き
に
よ
っ
て
臓
器
は
血
糖
を
と
り

込
ん
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
し
た
り
、

貯
え
た
り
、
さ
ら
に
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成
や

細
胞
の
増
殖
を
促
し
た
り
し
ま
す
。
こ
う

し
た
働
き
に
よ
り
、
食
後
に
増
加
し
た
血
糖

は
イ
ン
ス
リ
ン
に
よ
っ
て
速
や
か
に
処
理
さ

れ
一
定
量
に
保
た
れ
る
わ
け
で
す
。

　

も
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
量
が
少
な
か
っ
た

り
（
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
障
害
）分
泌
さ
れ
て
も

上
手
に
働
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
（
イ
ン

ス
リ
ン
抵
抗
性
亢
進
）と
高
血
糖
が
続
き
、

糖
尿
病
に
な
る
の
で
す
。

　

高
血
糖
が
続
く
と
、目
や
腎
臓
な
ど
の
細

か
い
血
管
が
障
害
さ
れ
、目
が
か
す
む
な
ど

の
糖
尿
病
性
網
膜
症
や
、腎
症
が
起
こ
り
ま

す
。
ま
た
、足
が
し
び
れ
る
な
ど
の
神
経
障

害
は
早
期
か
ら
発
症
し
、足
の
壊
疽（
腐
る
こ

と
）の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

更
に
動
脈
が
も
ろ
く
な
り
、
太
く
て
大
き

な
血
管
が
詰
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
心

臓
で
お
こ
れ
ば
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
、
脳
で

は
脳
梗
塞
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

合
併
症
は
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
生
活
の
質

と
寿
命
を
い
ち
じ
る
し
く
低
下
さ
せ
る
た
め
、

合
併
症
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
予
防
し
た
り
、

た
と
え
合
併
症
が
起
き
て
も
そ
れ
以
上
は
悪

化
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
つ
ま
り
、糖
尿
病
の
治
療
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
働

き
調
節
が
大
切
と
な
り
、糖
の
取
り
込
む
量
を

調
整
す
る
方
法（
食
事
療
法
） 、運
動
に
よ
り
イ

ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
改
善
す
る
方
法（
運
動
療
法
）、

イ
ン
ス
リ
ン
の
量
を
調
整
す
る
方
法（
薬
物
療
法
）

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
の
が
一
般
的
で
す
。

糖
尿
病
と
は
？

糖
尿
病
の
合
併
症

糖
尿
病
の
治
療
は
？

ど
う
し
て
糖
尿
病
は

お
こ
る
の
？

糖
尿
病
の
症
状

運
動
の
効
果

理
学
療
法
士
が

お
勧
め
す
る
運
動

靴選びのポイント

運動療法の禁忌・注意点

参考文献：病気がみえる vol.3：糖尿病・代謝・内分泌（医療情報科学研究所）

□ 血糖が高いといわれたことがある
□ 肥満気味である
□ 高血圧といわれて、薬をのんでいる
□ 糖尿病の親・兄弟・姉妹がいる
□ 40歳以上である
□ 外食が多い
□ 野菜をあまり食べない
□ 車に乗る機会が多い
□ 妊娠時に尿から糖が出たといわれた

あなたには、以下の項目がいくつあてはまりますか？

足の甲が
圧迫されない

つま先が
あたらない

サイズが合っている

平成17年度糖尿病対策推進協議会作成リーフレットを参考に作成

クッション性が
あり、かかとが
高くない

足首と靴の間に
大きな隙間ができない

　血糖が高いといわれたことがある方、
またはその他の項目がいくつかあては
まる方は、糖尿病の可能性が高いので、
早急に検査を受け、合併症をおこさな
いように、適切な治療を受けましょう。

トイレが近い（頻尿）
尿の量が増える（多尿）

のどが渇く（口渇）
水分の摂取量が増える（多飲）

疲れやすくなる

目が
かすむ

足が
しびれる

すぐにおなかがすく

体重が減少する

高血糖に伴う主な症状

合併症伴う
主な症状

正　常 インスリン
分泌障害

インスリン
抵抗性亢進

細胞血管

糖

インスリン
膵臓

β細胞

ランゲルハンス島

膵臓から分泌されたインス
リンの作用により、細胞が
糖を取り込む。

膵臓からインスリンが分泌
されず、糖を細胞に取り込
むことができない。

膵臓からインスリンは分泌さ
れているが、細胞の活性が弱
く血液中に糖が増えてしまう。

高血糖

インスリン



　理学療法士は、ケガや病気などで身体に障がいのある人や障がい
の発生が予測される人に対して、基本動作能力（座る、立つ、歩く
など）の回復や維持、および障がいの悪化の予防を目的に、運動療
法や物理療法（温熱、電気などの物理的手段を治療目的に利用する
もの）などを用いて、自立した日常生活を送っていただけるよう支
援する医学的リハビリテーションの専門職です。
　「赤ちゃん」から「老後」までの人生のあらゆる場面でみなさまが
より良い人生をお送りできるよう理学療法士はサポートいたします。
理学療法士としての役割を、分野別に紹介していきます。

45

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構　

熊
本
労
災
病
院

中
央
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

介
護
老
人
保
健
施
設　

愛
・
ラ
イ
フ
内
牧

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

熊
本
託
麻
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

長
田  

政
和

理学療法士ってどんな仕事？ 私たちはこんな仕事をしています！理学療法士の仕事

理学療法士のお仕事

生活期回復期急性期

PT  Worker

復期とは、発症や手術後早期の急性期
治療を行った患者さんを速やかに迎え、

その人本来の生活へのスムーズな移行を促す
時期です。
　理学療法士を含めた医療専門職がチームを
作り、集中的なリハビリテーションを行いま
す。 体の状態を正しく評価し、状況を見極め、
様々な選択肢の中から理学療法を計画し、実
行します。 体の機能の回復力を最大限に引
き出し、患者さんを元の生活に戻すサポート
を行う事が理学療法士の役目です。

回
復
期

回

　

当
院
は
、
昭
和
29
年
に
開
設
さ
れ
昨

年
で
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
は
、

救
急
医
療
及
び
急
性
期
医
療
は
も
と
よ

り
、
政
策
医
療
も
担
う
公
的
病
院
と
し

て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
部
門
は
、
平
成
24
年
度
よ

り
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士

が
、
専
門
的
知
識
を
も
と
に
適
切
な
治

療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ス
ポ
ー

ツ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
早
期
離

床
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
資
格
を
取
得

し
た
ス
タ
ッ
フ
が
在
籍
し
、
治
療
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
急
性
期
・

亜
急
性
期
に
お
け
る
質
の
高
い
医
療
を

追
求
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し

た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

※
国
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
国
を
上
げ
て
取
り

組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
疾
病
を
対
象
と
す
る
医
療

活期は、ご自宅や施設などで、自己の
能力を生かし、その人らしい生活を実

現する時期です。
　理学療法士は、利用者さん一人ひとりの生
活環境や日常の生活行動を踏まえ、豊かに生
きるための生活、社会参加を実現させるサ
ポートを行います。 そのため、住宅環境や福
祉機器などの利用の提案など暮らしやすい生
活を調整することも大切な役割です。 また、
その方の能力を活かした介助方法など、ご家
族への指導も行います。

藤
本  

慎
治

生
活
期

生

　

当
施
設
は
、
南
に
阿
蘇
五
岳
、
北
に

外
輪
山
・
大
観
峰
を
望
む
阿
蘇
市
内
牧

に
位
置
す
る
、
入
所
1
2
5
床
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
定
員
70
名
と
大

規
模
な
事
業
所
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
ご
利
用
者
と
の
日
々
の

関
わ
り
や
居
宅
訪
問
な
ど
を
通
じ
て

「
生
活
」を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
を
得

意
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
ご
本

人
の
「
で
き
る
こ
と
」や
「
し
た
い
こ
と
」

を
、「
実
際
に
し
て
い
る
こ
と
」に
結
び
つ

け
る
た
め
、
個
別
・
集
団
の
各
長
所
を

活
か
し
た
運
動
指
導
、
福
祉
用
具
の
具

体
的
な
ご
提
案
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
族
を
対
象
に
「
認
知
症
の

基
本
的
理
解
に
つ
い
て
の
研
修
会
」を
開

催
す
る
な
ど
、
ご
本
人
を
支
え
る
方
々

に
対
す
る
支
援
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

山
田  

隆
治

　

入
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

早
い
段
階
か
ら
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
生

活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
機
能
訓
練
は
も
と
よ

り
生
活
動
作
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
早
い
時
期
に
ご
自
宅

を
訪
問
し
て
生
活
環
境
や
習
慣
を
確
認

し
た
り
、
入
院
中
に
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

と
い
う
絵
文
字
を
使
っ
て
病
棟
ス
タ
ッ

フ
及
び
患
者
様
並
び
に
ご
家
族
様
と
の

共
通
認
識
の
も
と
で
、
統
一
し
た
日
常

生
活
動
作
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
在
宅
生
活
を
永
続
的

に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
説
明
と
協
力
）を
基
盤
に
心
身
の
改
善

と
生
活
の
再
建
を
多
職
種
が
一
体
と

な
っ
て
目
指
し
て
い
ま
す
。

急性期病床
（早期離床・早期リハ開始）

日本理学療法士協会「理学療法士ガイド」より引用

（
写
真
掲
載
は
ご
本
人
の
承
諾
済
み
）

回復期リハビリテーション病棟

（機能回復・ADL向上・自宅復帰）

通所リハ・訪問リハ・短期入所
（生活機能の維持・向上、自立生活の推進・
介護負担の軽減、QOLの向上）

医療療養病床、介護老人保健施設 
（生活機能の維持、向上）

など

など
入院
入所

在宅

かくどけい  Vol.119かくどけい  Vol.119

性期は、手術直後や発症早期で病状の
不安定な時期です。 理学療法士は病状

の安定や疾病の治癒を目的に、医師や看護師
などの多職種と連携し病態の急変などに対す
るリスク管理を行いながら、理学療法を行い
ます。
　重症の患者さんが24時間体制で治療を受け
ている集中治療室などの場面においても、理
学療法士は活躍しています。 急性期における
理学療法士の関わりは、その後の順調な回復
につながります。

急

急
性
期

※
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実際に理学療法を受けて
おられる県民の皆様の声
を掲載しています。 

ぎゃん（こんな）豆知識、
ぎゃん（こんな）運動を理学療法士が
分かりやすく教えます！

　

私
は
元
々
自
動
車
会
社
で
働
い

て
い
た
こ
と
も
あ
り
若
い
頃
か
ら

運
転
が
好
き
で
し
た
が
、病
気
の

進
行
に
よ
り
大
好
き
だ
っ
た
車
の

運
転
を
諦
め
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、私
の「
も
う
一
度
運
転
が
し
た

い
」と
い
う
気
持
ち
を
汲
み
取
っ

て
頂
き
、担
当
理
学
療
法
士
さ
ん

の
熱
い
思
い
で
私
専
用
の
上
肢
装

具
を
作
っ
て
貰
え
た
こ
と
や
多
く

の
支
援
で
も
う
一
度
車
の
運
転
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
宅
で
の
悩
み
を
気
兼
ね
な
く

相
談
で
き
、通
所
・
訪
問
の
ス
タ
ッ

フ
で
解
決
し
て
頂
い
て
い
ま
す
の

で
、私
が
生
活
し
て
い
く
上
で
多

く
の
希
望
が
生
ま

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
身
体

の
動
く
限
り
旅
行

で
全
国
を
飛
び
回

り
、楽
し
い
人
生

を
謳
歌
し
ま
す
。

菊
池
郡
在
住
60
歳
代　

男
性

（
通
所
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

 

シ
ョ
ン
利
用
中
）

Do Gyan!!
ワンポイ

ント

 アドバ
イス！

POINT

理学療法

体験記
理学療法

体験記

かくどけい  Vol.119かくどけい  Vol.119

★吸う時の2倍の時間をかけて息をゆっくりと吐きましょう。最初は苦しくない程度で行いましょう。
★練習は5分程度から行い、徐々に時間を長くします。
★COPDの患者さんは、横隔膜の動きが悪いため、腹式呼吸が適さない場合がありますので、主治医に
相談しながら正しい呼吸法を練習しましょう。

熊
本
県
理
学
療
法
士

協
会
の
公
益
事
業
の

報
告
を
し
ま
す

全
国
一
斉
介
護
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
！

KPTANEWS協会ニュース
Vol.05

　

平
成
27
年
7
月
12
日
に
、2

回
目
と
な
る
全
国
一
斉
介
護
予

防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し

て
熊
本
県
は
当
協
会
の
主
催
で
、

県
下
2
ヶ
所（
山
鹿
市
・
人
吉

市
）に
お
い
て「
介
護
予
防
教

室
」を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
絶

好
の
行
楽
日
和
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、2
会
場
を
合
せ
て
40
名

を
超
え
る
一
般
市
民
の
方
々
に

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
約
2
時

間
に
わ
た
り
運
動
の
効
果
に
関

す
る
講
義
と
実
技
指
導
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
一
般
市
民

の
方
々
に
加
え
、介
護
予
防
事

業
に
従
事
し
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
介
護
職
な
ど
の
専
門

職
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
義
は「
な
ぜ
介
護
予
防
が
必

要
な
の
か
？
」、「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
何
か
？
」、

「
何
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
が
効

果
的
な
の
か
？
」な
ど
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
介
護
予
防
と

い
う
と
、転
倒
予
防
な
ど
の
運

動
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
が
多

い
の
で
す
が
運
動
の
み
な
ら
ず
、

飲
み
込
み
機
能（
誤
嚥
の
予
防
）

や
認
知
症
予
防
な
ど
の
お
話
も

併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
の
中
に
は
熱
心
に
メ
モ
を
取

る
姿
も
あ
り
、時
に
は
大
き
く

頷
か
れ
た
り
と
興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ

ク
」や「
飲
み
込
み
機
能
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」な
ど
の
実
技
を
、

理
学
療
法
士
が
実
例
を
お
見
せ

し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
例
え

ば
、「
立
ち
上
が
り
テ
ス
ト
」は

「
片
脚
ま
た
は
両
脚
で
、決
ま
っ

た
高
さ
か
ら
立
ち
上
が
れ
る
か

ど
う
か
？
」で
下
肢
の
筋
力
を

測
る
テ
ス
ト
で
す
が
、参
加
者

の
中
で
は
お
若
い
と
思
わ
れ
る

40
代
の
方
で
も
、30
㎝
の
台
か

ら
片
脚
で
立
ち
上
が
る
際
は
ふ

ら
つ
か
れ
て
理
学
療
法
士
が
支

え
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
感
想
を
お
伺
い
し

た
所
、「
今
日
教
え
て
頂
い
た
こ

と
を
、こ
れ
か
ら
の
日
課
と
し

て
転
倒
す
る
こ
と
な
く
元
気
に

過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
60
代
女
性
・
山
鹿
会
場
に
て
）」

や
、「
と
て
も
興
味
深
い
お
話
を

聴
く
こ
と
が
で
き
、と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。
夫
婦
二
人
の
生

活
で
す
が
、共
に
支
え
合
い
な

が
ら
元
気
に
老
後
を
過
ご
し
て

い
き
た
い
で
す
。（
70
代
の
ご
夫

婦
・
人
吉
会
場
に
て
）」と
い
っ
た
、

あ
り
が
た
い
お
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。
今
後
も
当
協
会
は
理
学

療
法
士
の
専
門
性
を
活
か
し
、

様
々
な
職
種
の
方
々
と
協
力
し

な
が
ら
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

スライドや資料を用いて、「介護予防」について
理学療法士が分かりやすく説明を行いました。

下肢筋力をつけるスクワット運動を、かけ声に
合わせて楽しく行いました！

参加者の方にも飲み込み機能のトレーニングを
体験していただきました。

理学療法士がお手本をお見せしながら肩周り
のストレッチを行いました。

片脚立ち+じゃんけんを行うといった、より難
しい内容にも取り組まれました。

参加者の方にもロコモ度チェック（片脚立ち）を
体験していただきました。

人吉
会場

山鹿
会場

慢性閉塞性肺疾患（COPD）とは？
まん  せい  へい  そく  せい

　慢性閉塞性肺疾患(以下COPD)とは慢性

気管支炎や肺気腫と呼ばれてきた病気の総称

です。タバコの煙などを主とする有害物質を、

長期に吸い込むことで生じた肺の病気であり、

中高年に発症する生活習慣病です。現在、40

歳以上の人口の8.6％、約530万人の患者さん

が存在すると推定されています。

(大規模疫学調査：NICE studyより)

まんせい

き かん し えん はい き しゅ

❶症状は？

　階段の上り下りなど体を動かしたときに息切れを感じ
たり(労作時呼吸困難といいます)、風邪でもないのにせき
やたんが持続することが主な症状です。一部の患者さん
では、ぜんそくのような症状を合併する場合もあります。

❷治療方法は？

　禁煙、薬物療法、呼吸リハビリテーションなどが行われ
ます。さらに重症になれば、酸素療法や外科療法が行わ
れることもあります。

ろう さ じ こきゅうこんなん

❸呼吸リハビリテーションってなに？

　呼吸リハビリテーションは、薬物療法や酸素療法な
どの病気の治療・管理の他、呼吸理学療法、運動療法、
食事療法などが含まれます。そしてそれらを効果的に
継続していくための自己管理(セルフケア)の学習も必
要です。
　呼吸理学療法としては呼吸トレーニングや呼吸体操、
排痰法などがあります。
はいたん

②お腹の力を抜いて、口をすぼめてゆっ
くりと息を吐きましょう。

①横になり、軽く膝を立てて手を胸とお
腹に置きます。鼻から息を吸い込み
お腹がふくらむのを手で確認します。

①鼻から息を吸います。 ②唇を軽く閉じて、口から
ゆっくりと吐き出します。

腹式呼吸口すぼめ呼吸

資料：厚生労働省｢最新たばこ情報｣HP　紙巻たばこの総販売本数
　　　社団法人日本たばこ協会｢紙巻たばこ統計データ」年度別販売実績推移表

日本のたばこ消費量とCOPD死亡者数の推移

成
人
一
人
あ
た
り
の
た
ば
こ
消
費
量
の
推
移
（
倍
）

C
O
P
D
死
亡
者
数
の
推
移
（
倍
）

19
36
19
40
19
45
19
50
19
55
19
60
19
65
19
70
19
75
19
80
19
85
19
90
19
95
20
00
20
05
20
10

0

1

2

3

4

5

0

1

2

3

4

5

たばこ消費量の推移
COPD死亡者数の推移

1､2､
 3､4､…

1､2､…

今回はご家庭でできる呼吸の練習方法を２つ紹介します。
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PT Worker
KPTA ニュース
DO Gyan!! ～理学療法ワンポイントアドバイス～

活動報告

理学療法士のお仕事
全国一斉介護予防キャンペーン開催！

慢性閉塞性肺疾患（COPD）とは？
人吉お城まつり ほか

“THE
 糖尿病！”

　暑い日が続きますが、皆さまいかがお過ご
しでしょうか。熊本県理学療法士協会はこ
の暑さにもめげず県下、色々な場所で様々な
活動や情報発信を行っています。
　これからも理学療法士が皆さまにとって、
もっと身近な存在になれるような広報誌づ
くりをしていきたいと思っています。
  （広報宣伝部　有馬　正英）

協会ホームページ

⬇ 当協会ホームページもご覧ください！ ⬇

熊本県理学療法士協会 検 索 ケータイからもアクセスできます！

http://www.kumamoto-pt.org/

当協会は保健・医療・福祉の発展に寄与し「元気で住みやすい熊本県」になるよう努力します

〈シンボルマークコンセプト〉
　テーマは『共創』です。人とひとが向かい
合い、手と手を取り合う姿を、熊本の地形を
デフォルメしたデザインに託しています。

赤：火の国、青：水の都、緑：阿蘇・天草
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人吉お城祭り 認知症予防フォーラム

～認知症を知ろう‼防ごう‼支えよう‼～
第48回 市民公開講座

　平成27年5月3日人吉お城祭りが開催
され、熊本県理学療法士協会はその中
で体力測定を行いました。今年で2回目
の参加となり運営にも慣れてきました。
参加スタッフは20名、午前中はあいにく
の雨で参加者も少なく屋外で予定して
いた5m歩行もあまりできませんでした。
しかし、午後には天候も回復し、体力測
定の参加者が100名を超えるようになり、
後半はフル回転でした。屋外での体力測
定は天気に左右されますが、参加され
た方には好評でしたので来年もまた企
画したいと思います。

　平成27年6月7日に第1回認知症予
防フォーラムがイオンモール熊本にて
開催されました。病院や介護老人保健
施設などを運営する｢みゆきの里｣(熊本
市南区)の認知症対策室長を務める理学
療法士の川畑 智氏を講師にお招きして
｢認知症を知ろう‼防ごう‼支えよう‼｣
をテーマに講演が行われました。川畑
氏は、ご自身が考案した認知症予防の
パズルやゲームが｢川畑式｣として注目
を集めています。
　簡単な認知症のセルフチェックや認
知症予防のためのステップ体操、また
認知症の方への声かけや介助方法など、
すぐにでも実践できる内容をご指導頂
きました。参加者は80名を超え、20～
80代まで幅広い年齢の方々が参加され
ました。参加者からは「楽しみながら
学ぶことができた」などの声が聞かれ
ました。今後も継続しての開催を予定
しています。

　平成27年6月28日、熊本総合医療リ
ハビリテーション学院にて｢ベッドサイ
ドリハ～悩み解決！ベッドサイドでの
廃用予防と介助～｣と題して、第48回市
民公開講座が開催されました。
　講師に熊本中央病院の理学療法士　上
村恭生氏を迎え、介護職、看護師など
39名の医療・介護従事者が参加されま
した。廃用症候群についての説明や、
予防方法、簡単に手に入る道具を使用
した自助具の紹介などをお話し頂いた
後、実技を行いました。実技ではグ
ループに分かれ、ベッドサイドで簡単
にできるストレッチや、寝返り・起き
上がり動作の介助方法、車椅子への移
乗動作などを行いました。参加者間の
意見交換や質疑応答なども多く、すぐ
にでも臨床現場に生かせる内容であっ
たため、とても有意義な内容であった
と思います。次年度も多くの皆様方の
ご参加をお待ち致しております！


